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状
は
ど
う
な
る
の
 

 　
脳
の
細
胞
が
壊
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
直
接
起
こ
る
症
状
に
は
、
記
憶
障

害
、
見
当
識
障
害
、
理
解
・
判
断
力

の
低
下
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
結

果
、
周
囲
で
起
こ
っ
て
い
る
現
実
を

正
し
く
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
、
本
人
が
も
と
も
と
持
っ
て
い

る
性
格
、
環
境
、
人
間
関
係
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
要
因
が
絡
み
合
っ
て
、
日

常
生
活
へ
の
適
応
を
困
難
に
す
る
行

動
上
の
問
題
が
起
こ
っ
て
き
ま
す
。
 

 　
　
　
防
す
る
た
め
に
は
 

 　
認
知
症
を
防
ぐ
に
は
、
食
生
活
を

正
し
く
し
た
り
、
適
度
な
運
動
を
定

期
的
に
行
う
な
ど
健
康
的
な
生
活
習

慣
を
送
る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。
ま

た
一
人
の
時
間
が
多
い
と
認
知
症
が

進
む
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
人
と

の
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
と

る
な
ど
、
常
に
外
か
ら
の
刺
激
を
受

け
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
 

　
市
が
介
護
予
防
と
し
て
行
っ
て
い

る
、
回
想
法
ス
ク
ー
ル
や
転
倒
予
防

教
室
な
ど
へ
の
参
加
も
有
効
で
す
。
 

 　
　
　
族
が
認
知
症
に
な
っ
た
ら
 

 　
道
に
迷
う
、
あ
て
も
な
く
歩
き
回

る
と
い
っ
た
徘
徊
は
、
「
事
故
に
遭

う
の
で
は
な
い
か
？
」「
も
し
、
行
方

不
明
に
な
っ
た
ら
…
」
と
い
う
不
安

で
、
家
族
に
大
き
な
精
神
的
負
担
を

与
え
ま
す
。
 

　
し
か
し
、
本
人
に
は
そ
れ
な
り
の

理
由
が
あ
る
た
め
、
徘
徊
の
原
因
、

本
人
の
欲
求
な
ど
を
冷
静
に
考
え
て

対
応
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

こ
ん
な
症
状
が
み
ら
れ
た
ら
 

○
行
き
つ
け
の
お
店
や
散
歩
に
行
っ

て
迷
子
に
な
る
。
 

○
特
定
の
場
所
（
実
家
、
知
り
合
い

の
家
、
昔
の
職
場
な
ど
）
へ
行
き

た
が
る
。
 

○
家
族
が
不
在
の
と
き
に
外
出
し
迷

子
に
な
る
。
 

○
突
然
出
て
行
っ
て
し
ま
う
。
 

徘
徊
さ
せ
な
い
た
め
に
は
 

○
話
し
相
手
に
な
る
。
 

○
一
緒
に
出
か
け
て
み
る
。
 

○
玄
関
に
外
出
を
思
い
止
ま
ら
せ
る

よ
う
な
文
面
の
張
り
紙
を
す
る
。
 

○
行
き
た
が
る
所
へ
、
折
を
み
て
連

れ
て
行
く
。
 

行
方
不
明
に
な
っ
た
と
き
の
た
め
に

○
衣
服
に
名
札
を
縫
い
つ
け
た
り
、

マ
ジ
ッ
ク
で
名
前
な
ど
を
書
き
込

む
。
 

○
名
刺
な
ど
を
い
つ
も
ポ
ケ
ッ
ト
や

バ
ッ
ク
に
入
れ
て
お
く
。
 

○
近
所
の
人
や
近
く
の
交
番
な
ど
に

事
情
を
話
し
て
お
く
。
 

　
そ
の
他
、
気
に
な
る
症
状
が
み
ら

れ
た
ら
、
早
め
に
医
療
機
関
で
診
察

を
受
け
た
り
、
相
談
し
た
り
し
ま
し

ょ
う
。
 

 　
　
　
護
保
険
を
利
用
し
よ
う
 

 　
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け

る
と
、
認
知
症
の
方
の
在
宅
で
の
生

活
を
支
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス

が
利
用
で
き
ま
す
。
通
所
す
る
も
の

で
は
「
通
所
介
護
」
や
「
通
所
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
が
居
宅
を
訪
問
す
る
も
の
で
は

身
体
介
護
や
生
活
援
助
を
行
う
「
訪

問
介
護
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
介
護
が
必
要
な
認
知
症
の

方
が
5
〜
9
人
程
度
の
少
人
数
で
ス

タ
ッ
フ
と
共
同
生
活
を
営
み
、
認
知

症
の
緩
和
を
う
な
が
す
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム（
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
）

な
ど
も
あ
り
ま
す
。
 

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉（
東
・
西
）

グ
ル
ー
プ
へ
。
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回 

 

　市では、認知症の高齢の方が行方不明になった
場合の受信専用PHS（パーソナルハンディフォン
システム）の貸与を行っています。これは、PHS
を身に付けることで、行方不明になった場合にタ
クシー会社の指令センターで利用者の位置を検索
し、1時間以内に居場所を探し出すサービスです。 
　発見後は、ご家族が迎えにいくか、依頼をする
と24時間いつでもタクシーが目的地まで駆けつ
け利用者を自宅まで送り届けてくれます。ただし、
目的地までの費用（1,500円）と自宅までの費用
は利用者の負担となります。 
　ご希望の方は、福祉（東・西）グループへ。 

費　用　500円（PHS貸付料月額） 

　介護保険では、認知症老人徘徊感知機器
の貸与（レンタル）サービスを行っています。
これは、感知器（マット）を寝室や自宅玄関
に設置し、認知症の高齢の方が感知器を踏
むと音で知らせる機器です。 
　ご希望の方は、担当の介護支援専門員（ケ
アマネジャー）へご相談ください。 

対　象　介護保険の要介護認定を受けた方 
費　用　1,000円程度（月額。機種によって 
　　　　異なります） マットを踏むと 

　音で知らせます 

タクシー会社へ 
探索を依頼 

位
置
を
確
認
し
、
最
も
近
く
 

を
走
行
中
の
車
両
へ
連
絡
 

利
用
者
を
保
護
し
、
依
頼
に
 

応
じ
て
自
宅
へ
送
る
 

※　この他にも認知症の方やその家族を支えるさまざま
な介護・福祉サービスの制度がありますので、地域包
括支援センター（福祉東グループ内）へご相談ください。 

 　
　
　
想
法
ス
ク
ー
ル
 

 　
昔
な
つ
か
し
い
生
活
用
具
な
ど
を

教
材
に
、
グ
ル
ー
プ
で
思
い
出
を
語

り
合
い
、
回
想
法
を
楽
し
む
ス
ク
ー

ル
で
す
。
 

 
回
想
法
は
、
一
定
期
間
続
け
る
こ

と
で
、
心
や
脳
を
活
性
化
し
、
老
化

や
物
忘
れ
の
予
防
に
効
果
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

と
　
き
　
平
成
19
年
1
月
10
日
か
ら

2
月
28
日
ま
で
の
毎
週
水
曜
日
午

後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分（
全
8
回
） 

と
こ
ろ
　
高
齢
者
活
動
セ
ン
タ
ー
ふ

れ
あ
い
の
家
 

対
　
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
65

歳
以
上
の
方
 

定
　
員
　
10
人（
先
着
順
）
 

申
込
み
　
12
月
5
日（
火
）か
ら
福
祉

東
グ
ル
ー
プ
へ
。
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介
護
保
険
料
の
 

　
納
め
忘
れ
に
注
意
！
 

介
護
保
険
料
の
 

　
納
め
忘
れ
に
注
意
！
 

                                    

        　
証
明
書
な
ど
の
発
行
は
お
早
め
に 

 

　
市
役
所
は
、
12
月
29
日（
金
）か
ら

1
月
3
日（
水
）ま
で
お
休
み
で
す
。

休
み
中
は
、
証
明
書
な
ど
の
発
行
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
要
な
方
は
早

め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
出
生
、
死
亡
、
婚
姻
な
ど

の
戸
籍
の
届
出
は
、
休
み
中
で
も
宿

直
室（
市
役
所
東
・
西
庁
舎
1
階
）で

受
け
付
け
ま
す
。 
                 

 

　
　
　
　
犬
猫
の
引
き
取
り 

 

　
飼
え
な
く
な
っ
た
犬
・
猫
の
引
き

取
り
は
、
毎
週
水
曜
日
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
年
末
は
12
月
20
日（
水
）の

午
前
9
時
30
分
ま
で
、
年
始
は
1
月

10
日（
水
）か
ら
で
す
。 

 　
　
　
　
し
尿
の
く
み
取
り
 

 　
し
尿
の
く
み
取
り
の
受
付
は
、
年

末
は
12
月
28
日（
木
）ま
で
、
年
始
は

1
月
4
日（
木
）か
ら
で
す
。
次
の
と

こ
ろ
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

○
環
境
グ
ル
ー
プ（
西
庁
舎
） 

○（
株
）ア
イ
ホ
ク
　
0
5
8
7（
66
）

　
2
1
1
2
 

○
輪
栄
工
業（
株
）　
（
73
）5
2
1
0
 

 　
　
　
　
放
置
自
転
車
の
返
還
 

 　
放
置
自
転
車
の
返
還
業
務
は
、
年

末
は
12
月
28
日（
木
）ま
で
、
年
始
は

1
月
4
日（
木
）か
ら
で
す
。 

 　
　
　
　
福
祉
交
通
の
運
行
 

 　
年
末
年
始
の
「
福
祉
巡
回
バ
ス
」

と
「
く
る
く
る
タ
ク
シ
ー
」
の
運
休

日
は
次
の
と
お
り
で
す
。
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
 

○
福
祉
巡
回
バ
ス 

　
12
月
29
日（
金
）〜
1
月
3
日（
水
） 

○
く
る
く
る
タ
ク
シ
ー 

　
1
月
1
日（
月
）〜
1
月
3
日（
水
） 

     
介
護
保
険
は
、
皆
さ
ん
が
納
め
る

保
険
料
と
公
費
を
財
源
に
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。
介
護
が
必
要
に
な
っ
た

と
き
に
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

で
き
る
よ
う
保
険
料
は
必
ず
納
め
ま

し
ょ
う
。
 

 
特
別
な
理
由
が
な
く
保
険
料
を
滞

納
す
る
と
次
の
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。
 

１
年
以
上
滞
納
し
た
場
合
 

 
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
全
額
を
い

っ
た
ん
支
払
い
、
申
請
に
よ
り
保
険

給
付
分（
費
用
の
9
割
）の
払
い
戻
し

を
受
け
ま
す
。
 

1
年
6
か
月
以
上
滞
納
し
た
場
合
 

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
全
額
を
支

払
い
、
申
請
を
し
て
も
保
険
給
付
の

一
部
ま
た
は
全
部
が
一
時
的
に
差
し

止
め
と
な
り
、
さ
ら
に
滞
納
が
続
く

と
差
し
止
め
さ
れ
た
保
険
給
付
額
か

ら
滞
納
保
険
料
を
差
し
引
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
 

2
年
以
上
滞
納
し
た
場
合
 

 
保
険
料
は
、
2
年
を
経
過
す
る
と

時
効
に
よ
り
納
め
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
時
効
に
な
っ
た
未
納

保
険
料
の
額
に
応
じ
計
算
さ
れ
た
期

間
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き

の
利
用
者
負
担
が
通
常
の
１
割
か
ら

3
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
り
、
高
額

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
受
け
ら
れ
な
く

な
っ
た
り
し
ま
す
。
 

問
合
せ
　
福
祉
西
グ
ル
ー
プ
 

 

西庁舎分館、総合福祉セン 
ターもえの丘、憩いの家 
（とくしげ・さくら荘・ふたば荘・さかえ荘）、
高齢者活動センター（しあわせの家・ふれ
あいの家）、あけぼのふれあい会館、陽だ
まりハウス、各児童館、子育て支援センタ
ー（東・西・北）、東・西保健センター 

　　　　12月29日（金）～1月3日（水） 

 

回想法センター、東公民館、 
文化勤労会館、健康ドーム、 
総合体育館、東・西図書館、歴史民俗資料館、
ファミリー・サポート・センター 

　　　　12月28日（木）～1月4日（木） 

　年末年始の各施設の休業・休館日は次のと 
おりです。ご注意ください。 

年
末
は

年
末
は
28
日
（
木
）
ま
で
ま
で
 

年
始
は

年
始
は
4
日
（
木
）
か
ら
か
ら
 

年
末
は
28
日
（
木
）
ま
で
 

年
始
は
4
日
（
木
）
か
ら
 

市
役
所

市
役
所
 

市
役
所
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11
月
11
日
、
北
名
古
屋
市
誕
生
記

念
式
典
が
行
わ
れ
、
本
市
の
誕
生
に

貢
献
さ
れ
た
25
人
の
皆
さ
ん
に
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
総
務
大
臣
代
理
や
愛
知
県
知
事
な

ど
、
国
、
県
、
近
隣
市
町
村
の
関
係

者
お
よ
び
市
民
の
皆
様
な
ど
約

5
0
0
人
が
出
席
さ
れ
る
中
、
長
瀬

市
長
は
「
合
併
後
半
年
を
経
過
し
た

今
こ
そ
、
市
民
の
融
和
が
大
切
。
市

民
の
融
和
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
一
体

感
や
連
帯
意
識
か
ら
、
新
し
い
郷
土

愛
や
文
化
が
生
ま
れ
、
活
動
舞
台
で

あ
る
北
名
古
屋
市
が
大
き
く
育
っ
て

い
く
も
の
だ
か
ら
。
そ
し
て
、
『
誰

も
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
』

の
実
現
に
向
け
、
市
民
と
行
政
が
一

体
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま

し
た
。
 

　
ま
た
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

1
9
5
5
点
の
応
募
作
品
の
中
か
ら

選
ば
れ
た
市
章
も
発
表
さ
れ
、
最
優

秀
者
に
賞
状
と
賞
金
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
（
市
章
の
デ
ザ
イ
ン
は
本
紙
裏

面
で
紹
介
）
 

感
謝
状
受
賞
者（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）
 

　
青
木
茂
久
、
赤
堀
博
宣
、
淺
香
幸

枝
、
天
野
敏
正
、
大
嶌
治
雅
、
太

田
考
則
、
加
藤
勝
也
、
加
藤
博
、

栗
木
照
壽
、
栗
木
眞
由
美
、
小
島

四
郎
、
後
藤
愛
三
、
小
林
正
行
、

　
橋
孝
子
、
武
市
敏
夫
、
寺
川
愛

子
、
長
岡
進
、
長
瀬
悟
康
、
林
冨

士
夫
、
山
下
　
義
、
山
田
金
紀
、

山
田
節
夫
、
山
田
安
光
、
山
本
龍

三
、
早
稲
田
順
久
 

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
行
政
グ
ル
ー

プ
へ
。
 

               

 　
 

  　
平
成
19
年
度
中
に
市
が
発
注
す
る

建
設
工
事
、
設
計
・
測
量
・
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
物
品
供
給
、
業
務

委
託
に
か
か
る
入
札（
見
積
）参
加
資

格
審
査
申
請
書
の
追
加
受
付
を
行
い

ま
す
。
 

　
な
お
、
郵
送
で
の
受
付
は
行
い
ま

せ
ん
。
 

と
　
き
　
平
成
19
年
2
月
5
日（
月
）

〜
7
日（
水
）午
前
9
時
〜
午
後
4

時
 

と
こ
ろ
　
市
役
所
西
庁
舎
　
第
6
会

議
室
 

業
　
種
　
建
設
工
事
（
測
量
、
調
査

お
よ
び
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
含

む
）、物
品
の
供
給
お
よ
び
製
造
業

な
ど
 

               

    申
請
書
の
配
布
　
市
指
定
の
様
式
を

12
月
18
日（
月
）か
ら
平
成
19
年
2

月
7
日（
水
）ま
で
財
政
・
管
財
グ

ル
ー
プ（
市
役
所
西
庁
舎
）で
配
布

し
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
 

申
請
書
の
様
式

①
土
木
・
建
設
工
事
お
よ
び
設
計
監

理
・
調
査
測
量
の
業
務
委
託
は
、

愛
知
県
標
準
化
様
式
を
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。
業
者
カ
ー
ド
の
み
市

指
定
の
も
の
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
 

②
①
以
外
の
、
追
加
受
付
分
の
物
品
 

供
給
等
な
ど
は
、
市
指
定
様
式
を
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
財
政
・
管
財

グ
ル
ー
プ
へ
。
 

    　
農
地
を
住
宅
や
工
場
な
ど
の
建
物

敷
地
、
資
材
置
場
、
駐
車
場
な
ど
農

地
以
外
の
用
途
に
転
用
す
る
と
き
は
、

市
街
化
区
域
・
市
街
化
調
整
区
域
に

か
か
わ
ら
ず
、
農
地
転
用
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。
 

　
農
地
転
用
の
計
画
が
あ
る
と
き
は
、

事
前
に
農
業
委
員
会
事
務
局
（
産
業

グ
ル
ー
プ
内
）へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
 

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
産
業
グ
ル
ー

プ
へ
。
 

 

と　き　平成19年1月6日（土） 
　　　　午前10時～11時 
ところ　文化勤労会館 大ホール 
対　象　昭和61年4月2日～昭和 
　　　　62年4月1日生まれの方 
問合せ　生涯学習グループ 

　市では、新しく成人 
になられた方の前途を祝し、 
成人のつどいを行います。 

年
末
は
28
日
（
木
）
ま
で
 

年
始
は
4
日
（
木
）
か
ら
 

市
役
所
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一般会計　歳出　 予算現額 213億2,109万円　　支出済額 90億3,755万円　　執行率 42.4％ 

（平成17年度繰越明許予算 6億2,030万円を含む） 

お年寄りや障害のある方への援助、生活保護、保育園の運営など 

市役所の運営、徴税、選挙事務、コンピュータの管理など 

66億8,851 万円 

33億　435 万円 

32億7,529 万円 

31億5,796 万円 

23億3,186 万円 

9億1,546 万円 

8億2,076 万円 

31億1,035 万円 

14億8,231 万円 

12億5,092 万円 

8億9,051 万円 

3億7,985 万円 

3億7,777 万円 

46.5 ％ 

34.5 ％ 

45.3 ％ 

39.6 ％ 

38.2 ％ 

41.5 ％ 

46.0 ％ 

道路、河川の整備や管理など 

小・中学校、図書館、スポーツ施設の運営など 

各種健診、予防接種、保健センターの運営、ごみ・し尿処理など 

市が借りたお金の元利償還金の返済 

消防・災害対策など 

商工費、議会費、農林水産費、諸支出金、労働費、予備費など 8億2,690 万円 

11億4,061 万円 

4億　523 万円 49.0 ％ 

科　目

民生費 

総務費 

土木費 

教育費 

衛生費 

公債費 

消防費 

内　容 予算現額 支出済額 執行率

その他 

基金および市債の現在高（年度末）の推移 

市有財産の状況 

（平成18年9月30日現在） 

建　物 

土　地 

190,474㎡ 

404,020㎡ 

基　金 12億1,405 万円 

平成18年度特別会計予算執行状況 

平成18年度一般会計予算執行状況 

一般会計　歳入　 予算現額 213億2,109万円　　収入済額 119億1,146万円　　収入率 55.9％ 

市民税・固定資産税など市民の皆さんが納められる税金 

施設の建設などで一度に多額の費用が必要な場合、市が借りるお金 

117億4,550 万円 

18億5,370 万円 

11億6,736 万円 

10億3,586 万円 

9億2,419 万円 

7億3,200 万円 

6億9,606 万円 

3億5,364 万円 

28億1,278 万円 

83億　957 万円 

3億1,061 万円 

10億3,586 万円 

1億7,127 万円 

1億9,530 万円 

2億4,552 万円 

928 万円 

16億3,405 万円 

70.7 ％ 

0 ％ 

26.6 ％ 

100.0 ％ 

18.5 ％ 

26.7 ％ 

35.3 ％ 

2.6 ％ 

58.1 ％ 

特定事業に対し国から支出される負担金・補助金 

前年度から繰り越したお金 

特定事業に対し県から支出される負担金・補助金 

一定水準の行政サービスを提供できるよう国税から地方に配分される 
交付金 

延滞金・預金利子・雑入など、いずれの収入科目にも組み入れないもの 

他の特別会計や基金と相互に資金運用するため繰り入れたお金 

予算現額 収入済額 収入率内　容

0

地方消費税、地方特例交付金、分担金及び負担金、地方譲与税、自動車 
取得税交付金など 

市　税 

市　債 

国庫支出金 

繰越金 

県支出金 

地方交付税 

諸収入 

繰入金 

その他 

科　目

（平成18年度は、平成18年9月30日現在・特別会計含む） 

7億8,994 万円 

73億1,821 万円 

13億　927 万円 

50億2,726 万円 

11億9,906 万円 

161億3,943 万円 

12億1,405 万円 

157億7,698 万円 

基　金 

市　債 

平成16年度師勝町 平成16年度西春町 平成17年度北名古屋市 平成18年度北名古屋市

国民健康保険 

老人保健 

介護保険 

介護サービス 

西春駅西土地区画整理 

公共下水道 

予算現額 収入済額 支出済額

73億2,414 万円 

42億5,739 万円 

25億4,523 万円 

2億2,272 万円 

3億1,749 万円 

23億4,308 万円 

27億7,704 万円 

12億8,986 万円 

7,901 万円 

8,446 万円 

3億5,139 万円 

18億1,546 万円 

28億9,433 万円 

10億2,195 万円 

7,792 万円 

4,027 万円 

4億1,131 万円 

16億4,356 万円 

　市では、市民の皆さんに市財政への理解と関心を深めてい 
ただくため、年2回（6月と12月）に財政状況を公表します。　　 
　今回は、平成17年度の決算状況と平成18年度上半期（平成18年
4月1日から9月30日）までの予算の執行状況などをお知らせします。
3月20日に合併したため、決算は師勝町、西春町、北名古屋市の3
つに分かれています。 
　お問い合わせは、財政・管財グループへ。 
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平成17年度特別会計決算の状況 《歳 入》 《歳 出》

師勝町 西春町北名古屋市

国民健康保険 

老人保健 

介護保険 

介護サービス 

西春駅西土地区画整理 

公共下水道 

会計別名称 師勝町 西春町 北名古屋市

8億8,556 万円 

3億3,430 万円 

5,976 万円 

1億9,649 万円 

3,239 万円 

31億6,439 万円 

13億1,497 万円 

23億8,193 万円 

1億7,397 万円 

9億5,876 万円 

25億8,936 万円 

16億5,447 万円 

8億6,024 万円 

386 万円 

4億7,705 万円 

8億2,406 万円 

7億7,935 万円 

1億8,367 万円 

5,391 万円 

1億4,885 万円 

1,112 万円 

35億4,822 万円 

23億　673 万円 

12億8,984 万円 

1億9,468 万円 

9億4,880 万円 

25億6,309 万円 

16億2,825 万円 

8億3,164 万円 

316 万円 

4億5,024 万円 

8億　163 万円 

3億5,579 万円 3億　671 万円 

平成17年度一般会計決算の状況 

 

歳出科目 師勝町 西春町北名古屋市

市　税 

地方譲与税 

利子割交付金 

配当割交付金 

株式等譲渡所得割 
交付金 

地方消費税交付金 

自動車取得税交付金 

地方特例交付金 

地方交付税 

歳入科目

交通安全対策特別 
交付金 

分担金及び負担金 

使用料及び手数料 

国庫支出金 

県支出金 

財産収入 

寄附金 

繰入金 

繰越金 

諸収入 

市　債 

合　計

師勝町 西春町 北名古屋市

3億　480 万円 

7,968 万円 

1,391 万円 

1,468 万円 

5,255 万円 

0

1億　512 万円 

0

0

648 万円 

1,414 万円 

1,012 万円 

4億　261 万円 

6億1,164 万円 

1,175 万円 

0

1,875 万円 

0

11億4,960 万円 

7億8,470 万円 

35億8,053 万円 

54億1,650 万円 

2,632 万円 

2億4,185 万円 

1,091 万円 

6 万円 

3億8,524 万円 

9,024 万円 

1億8,980 万円 

2億9,340 万円 

571 万円 

3億7,297 万円 

8,941 万円 

2億5,559 万円 

2億6,273 万円 

250 万円 

1,557 万円 

7億4,872 万円 

4億8,567 万円 

3億6,658 万円 

7億1,340 万円 

99億7,317 万円 

58億3,930 万円 

2億　703 万円 

2,217 万円 

919 万円 

5 万円 

3億7,051 万円 

8,659 万円 

2億7,570 万円 

4,356 万円 

556 万円 

2億4,962 万円 

1億1,472 万円 

4億9,116 万円 

2億2,955 万円 

6,755 万円 

6,108 万円 

4億2,488 万円 

10億1,046 万円 

3億7,368 万円 

19億1,930 万円 

118億　166 万円 

議会費 

総務費 

民生費 

衛生費 

労働費 

農林水産費 

商工費 

土木費 

消防費 

教育費 

災害復旧費 

公債費 

合　計

15 万円 

10億1,736 万円 

4億8,746 万円 

6,805 万円 

13 万円 

1,521 万円 

923 万円 

3億1,765 万円 

82 万円 

2億8,568 万円 

0

2億9,283 万円 

24億9,457 万円 

1億5,926 万円 

14億1,004 万円 

29億1,336 万円 

10億6,910 万円 

581 万円 

7,502 万円 

1億9,140 万円 

9億5,387 万円 

4億6,877 万円 

15億4,400 万円 

3億2,679 万円 

0

91億1,742 万円 

1億5,259 万円 

16億6,256 万円 

25億7,591 万円 

9億2,425 万円 

315 万円 

1億　588 万円 

1億6,287 万円 

15億9,989 万円 

3億9,815 万円 

37億1,155 万円 

0

2億6,151 万円 

115億5,831 万円 

市民1人当たりの金額　　146,870円 

1世帯当たりの金額　　　383,220円 

市民1人当たりおよび1世帯当たりの市税

北名古屋市平成18年4月1日現在 
　人口 78,713人 
　世帯 30,167世帯 
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　市内の小学校6年生19人が、北名古屋市と友好関係の
ある長野県大桑村の児童18人を迎えて、交流会を行いま
した。児童たちは、明治村、産業技術記念館等の見学や陶芸、
夕食づくりなど「学ぶこと、つくること、遊ぶこと」満載の楽
しい2日間を過ごしました。帰り際には、「手紙送るね」「絶
対また遊ぼうね」「みんなのこと忘れないよ」と別れを惜し
みながら、声を掛け合っていました。7月の大桑村交流会に
引き続いて、友情を深め合いました。 

友だちと思い出、たくさんできたね！ 

5
11

10
1514～ 

リサイクルワー
ルド 

文化の森 

文化祭 
総合体育館・文化勤労会館 

3
11

5～ 
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V I V A！き た な ご や  

　本市と西枇杷島警察署は、相次ぐ市内での交通死亡事故を
防ぐため、市役所東庁舎で『交通死亡事故多発緊急アピール』
宣言を行いました。会場では、市交通安全協会の委員約100
人と警察署員、第一交通機動隊員など15人が参加。市長は、
「これ以上悲惨な交通事故の犠牲者を出さないために、交通安
全対策を強化し、市民一人ひとりが安全意識を今まで以上に高
め、安全行動の実践に努めます」と宣言しました。その後、白
バイ隊を先頭に、交差点等で『交通安全』を訴える啓発活動を
行いました。 

交通死亡事故に歯止めを！ 

国登録有形文化財「旧加藤家住宅」特別公開 

新潟県女性財団理事長による基調トーク「あちこち 
トークinきたなごや」総合体育館 29

10

6
11

12
11

清流をとりもどす
ための合瀬川清掃

作業 28
10

ボランティアまつり 
文化の森 

　県、河川海岸協会、全国治水期成同盟会連
合会が主催する『中部地方治水大会』が、ウィ
ルあいち（東区）で開催されました。国に対し
て治水事業の促進を訴えることを目的に、全
国各ブロックで毎年開催されているこの大会。
今年は『東海豪雨水害からの教訓』をテーマに、
長瀬市長が意見発表を行いました。東海豪雨
の被災地として、治水事業の重要性や緊急性
を訴えました。 

過去の水害から学ぶ 

9
11

12
11



    
 

　
　
　
　
　
　
　
金
森
俊
和
記
者

 
6
月
に
苗
を
植
え
、
10
月
に
稲
刈

り
、
そ
し
て
お
正
月
に
餅
つ
き
と
、

子
ど
も
た
ち
を
集
め
て
の
通
年
イ
ベ

ン
ト
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
久
地
野

の
老
人
ク
ラ
ブ
、
子
ど
も
会
、
社
会

福
祉
協
議
会
、
自
治
会
な
ど
の
協
力

で
、
平
成
１１
年
か
ら
今
回
で
8
回
目
。

「
も
ち
米
を
作
る
」
と
い
う
一
年
を
 

               

      通
し
て
の
目
標
の
中
、
 

最
近
な
か
な
か
で
き
な
い
自
然
と
の
 

ふ
れ
あ
い
を
、
子
ど
も
た
ち
は
か
ら

だ
い
っ
ぱ
い
に
感
じ
な
が
ら
、
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。
 

 
泥
ん
こ
遊
び
の
 

よ
う
に
ま
っ
く
ろ
 

に
な
っ
て
は
し
ゃ
 

い
だ
田
植
え
。
稲
 

穂
を
じ
っ
と
見
つ
 

め
て
、
た
く
さ
ん
 

で
き
た
喜
び
を
か
 

み
し
め
た
稲
刈
り
。
 

そ
し
て
、
次
は
餅
 

つ
き
。
子
ど
も
た
 

ち
が
い
っ
た
い
ど
 

ん
な
表
情
を
す
る
 

の
か
、
今
か
ら
楽
 

し
み
で
す
ね
。
 

 

 　
コ
ッ
ツ
山
ラ
ジ
オ
体
操
 

 　
　
　
　
　
　
　
篠
田
幸
彦
記
者
 

　
10
月
9
日
体
育
の
日
。
六
ツ
師
山

の
神
76
の
「
コ
ッ
ツ
山
公
園
」
で
は
、

今
日
も
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
が
行
わ
れ

た
。
6
時
過
ぎ
に
は
近
所
の
人
々
が

集
ま
っ
て
く
る
。
か
な
り
遠
方
の
人

も
参
加
し
て
い
る
ら
し
い
。
6
時
半

の
体
操
開
始
の
曲
が
流
れ
る
頃
に
は

50
人
以
上
の
人
が
集
ま
り
、
公
園
内

の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
自
由
に
場
所
を

選
び
、
ラ
ジ
オ
体
操
を
始
め
た
。
ラ

ジ
オ
体
操
の
後
は
太
極
拳
に
変
わ
る
。
 

　
こ
の
「
コ
ッ
ツ
山
公
園
」
の
体
操

は
13
年
前
か
ら
毎
日
続
い
て
い
る
。

公
園
が
出
来
た
当
時
、
合
瀬
川
堤
防

を
散
歩
す
る
人
達
が
相
談
し
て
始
ま
 

   

         っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
現
在
で
は

登
録
参
加
メ
ン
バ
ー
80
数
名
に
も
な

っ
て
い
る
。
い
つ
で
も
参
加
申
し
込

み
は
受
け
付
け
て
い
る
。
 

　
大
集
団
の
体
操
ク
ラ
ブ
を
ま
と
め

る
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
の
小
沢
さ
ん
が

語
る
「
皆
が
毎
朝
参
加
し
元
気
よ
く

挨
拶
す
る
こ
と
が
楽
し
い
」
。
他
に

長
老
の
伊
藤
さ
ん
、
毎
日
ラ
ジ
カ
セ

を
準
備
す
る
の
は
石
井
さ
ん
、
掛
け

声
は
近
藤
さ
ん
が
行
う
。
 

　
 

　
写
真
は
、
左
か
ら
近
藤

さ
ん
、
石
井
さ
ん
、
前
川

さ
ん
、
中
村
さ
ん
、
安
藤

さ
ん
で
す
。
皆
さ
ま
毎
日

お
疲
れ
さ
ま
で
す
。
 

 

久
地
野
児
童
館
「
も
ち
米
作
り
」
 

　生田橋下流左岸の徳重地内にあるひょろひ
ょろとした枝の木にサギ達が羽を休めている。
アオサギ、ゴイサギ、それに白いサギと色ん
な種のサギが同じ木で共生している。昼間帯
に行ってみるともぬけの殻だったことから、
休息の場所となっているようだ。 
　彼らが生きていけるバックグランドとして
の自然がこの地にあると言うことは喜ばしい
ことだ。 

清水克彦記者 清水克彦記者 『ちょっとひと休み！』 『ちょっとひと休み！』 
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 あ
な
た
も
狙
わ
れ
て
い
る『
ひ
っ
た
く
り
』『
ち
か
ん
』
 

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
田
　
豊
記
者

　
少
年
補
導
委
員
か
ら
、
防
犯
啓
発
の
取
材
依
頼
を
受
け
、
市
民
記

者
と
し
て
の
初
仕
事
を
、
緊
張
と
心
配
の
う
ち
に
行
っ
た
。
 

　
10
月
6
日
午
後
4
時
か
ら
5
時
頃
ま
で
、
北
名
古
屋
市
少
年
補
導

委
員
会
は
、
西
春
駅
改
札
口
付
近
で
防
犯
の
啓
発
ち
ら
し
配
布
活
動

を
し
た
。
少
年
補
導
委
員
は
西
枇
杷
島
警
察
署
の
委
嘱
を
受
け
た
代

表（
山
本
嘉
一
）他
19
名
で
、
毎
月
第
一
金
曜
日
に
西
春
駅
と
徳
重
・

名
古
屋
芸
大
駅
で
防
犯
の
啓
発
ち
ら
し
を
配
布
し
、
第
二
火
曜
日
は

小
学
校
の
校
門
前
で
、
朝
の
あ

い
さ
つ
運
動
を
し
て
い
る
。
啓

発
ち
ら
し
は
毎
回
内
容
が
違
い
、

今
回
は
「
携
帯
電
話
向
け
メ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン（
パ
ト
ネ
ッ
ト
あ

い
ち
）に
登
録
す
る
と
不
審
者

情
報
が
配
信
さ
れ
る
」
と
「
交

通
速
報（
ち
か
ん
発
生
！
）」
と

い
う
内
容
の
ち
ら
し
を
テ
ィ
ッ

シ
ュ
と
共
に
配
布
し
た
。
西
枇

杷
島
警
察
署
生
活
安
全
課
と
ふ

れ
あ
い
交
番
の
警
察
官
も
参
加

し
て
、
通
勤
、
通
学
帰
り
客
に

防
犯
の
呼
び
掛
け
を
し
た
。
 

　
補
導
員
代
表
の
山
本
さ
ん
は

「
委
員
は
手
弁
当
で
活
動
し
て

い
ま
す
よ
。
皆
さ
ん
か
ら
、『
ご
苦
労
さ
ん
』
や
『
あ
り
が
と
う
』と

声
を
か
け
ら
れ
る
と
励
み
に
な
り
ま
す
」
。
警
察
署
生
活
安
全
課
神

谷
課
長
は
「
西
春
駅
前
に
あ
る
ふ
れ
あ
い
交
番
に
４
人
の
ふ
れ
あ
い

隊
が
交
代
で
常
駐
し
、
駅
付
近
を
重
点
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
。
若

者
が
た
ば
こ
を
ふ
か
し
た
り
、
た
む
ろ
し
た
り
す
る
こ
と
が
な
く
な

っ
た
。
少
年
補
導
委
員
は
少
年
の
健
全
育
成
が
目
的
で
す
が
、
駅
周

辺
で
は『
ひ
っ
た
く
り
』
と『
ち
か
ん
』
が
な
く
な
る
よ
う
重
点
的
に

啓
発
し
て
い
る
」
と
の
こ
と
で
す
。
 

　こんにちは！私たち市民記者19人は、地域のボラン 
ティア活動から街角にひっそりと咲く花まで、まちの 
隠れた情報を取材しています。 
　そして今回から始まった市民記者ページ『ハンズ』 
は、そのホットな話題を市民の皆さんに写真や記事な 
どでご紹介するものです。『ハンズ』とは、たくさん 
の人が手と手を取り合う、つまり市民全員に情報を広 
げようという意味なんです。 
　もちろん、記事の作成から紙面のデザインまで私た 
ちの手づくり！皆さんに親しまれるページになるよう 
がんばります。取材の際は、ぜひご協力をお願いします。 
 

足立まり子（徳重） 
石川紀子（弥勒寺） 
小沢好美（弥勒寺） 
金森俊和（久地野） 
栗木眞由美（鍜治ケ一色） 
古関初江（宇福寺） 
小林恵美子（野崎） 
斎藤喜恵（六ツ師） 
佐藤要（鹿田） 
篠田幸彦（六ツ師） 
 

清水克彦（鹿田） 
中島登（西之保） 
福田幸子（沖村） 
堀田豊（弥勒寺） 
前川賢司（鹿田） 
前地將吉（能田） 
水野美保（弥勒寺） 
山田惠美子（弥勒寺） 
四谷美津子（鹿田） 
 

平成18年度北名古屋市市民記者

清水克彦記者 『ちょっとひと休み！』 
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10
月
22
日
、
我
が
自
治
会
の
毎
年
恒

例
の
運
動
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
ち
ょ
っ
と
曇
り
空
の
お
天
気
で
外

で
体
を
動
か
す
に
は
ち
ょ
う
ど
良
い
気

候
。
今
年
も
大
勢
の
老
若
男
女
が
童
心

に
か
え
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。
 

　
そ
ん
な
中
、
高
校
生
か
ら
大
学
生
ま

で
の
若
者
た
ち
が
思
い
っ
き
り
楽
し
ん

で
く
れ
て
い
た
の
に
は
感
動
し
ま
し
た
。

着
ぐ
る
み
を
着
て
笑
わ
せ
て
く
れ
た
り
、

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
一
緒
に
踊
っ
て
場

を
盛
り
上
げ
て
く
れ
た
り
。
彼
ら
は
8

月
の
夏
祭
り
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て

お
手
伝
い
も
し
て
く
れ
た
ん
で
す
。
 

　
こ
の
く
ら
い
の
年
頃
は
と
か
く
シ
ャ

イ
で
、
町
内
の
行
事
に
参
加
す
る
こ
と

っ
て
最
近
は
あ
ま
り
見
か
け
ま
せ
ん
よ

ね
。
今
、
地
域
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に

な
っ
て
い
る
と
か
、
行
事
に
若
者
が
参

加
し
な
い
と
か
っ
て
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
我
が
自
治
会
の
若
者
た
ち
は
素
敵

で
し
ょ
う
！
あ
っ
た
か
い
街
づ
く
り
、

故
郷
づ
く
り
の
た
め
に
も
若
い
人
た
ち

の
活
躍
に
期
待
し
た
い
も
の
で
す
ね
。
 

　
　
　
　
　
四
谷
美
津
子
記
者
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も
え
の
丘
　
青
空
市
場
 

 　
取
れ
た
て
の
新
鮮
な
野
菜
等
を
販
売
し

ま
す
。
た
だ
し
、
商
品
が
な
く
な
り
次
第

終
了
し
ま
す
。
 

と
　
き
　
12
月
3
日
（
日
）
午
前
8
時
30

分
〜
（
毎
月
第
１
日
曜
日
開
催
）
 

と
こ
ろ
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
え
の
丘

東
側
 

問
合
せ
　
社
会
福
祉
協
議
会
 

 　
ク
リ
ス
マ
ス
の
つ
ど
い
 

 
　
 

　
市
育
成
会
で
は
、
地
域
と
障
害
の
あ
る

方
と
の
ふ
れ
あ
い
を
目
的
と
し
た
「
ク
リ

ス
マ
ス
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。
 

　
参
加
者
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
お
楽
し
み
に
。
 

と
　
き
　
12
月
17
日
（
日
）
午
後
1
時
〜

　
3
時
 

と
こ
ろ
　
総
合
体
育
館
　
市
民
ホ
ー
ル
 

内
　
容
　
レ
ク
ダ
ン
ス
、
ゲ
ー
ム
、
ハ
ン

　
ド
ベ
ル
演
奏
な
ど

参
加
費
　
4
0
0
円
 

問
合
せ
　
伊
藤
さ
と
み
　（
23
）2
4
3
1
 

      

 　
寿
大
学
 

 
 
 
《
老
人
ク
ラ
ブ
東
地
区
》
 

と
　
き
　
12
月
20
日
（
水
）
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分
 

と
こ
ろ
　
総
合
体
育
館
　
市
民
ホ
ー
ル
　
 

内
　
容
 

○
演
　
芸
　
芸
能
発
表
会
　
 

○
演
芸
者
　
寿
大
学
受
講
生
 

参
加
費
　
3
0
0
円
　
　
　
　
　
　
 

持
ち
物
　
出
席
簿
 

問
合
せ
　
福
祉
西
グ
ル
ー
プ
 

                       

 い
き
い
き
健
康
ク
ラ
ブ
定
例
会
 

 
 
 
《
老
人
ク
ラ
ブ
西
地
区
》
 

と
　
き
　
12
月
19
日
（
火
）
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
3
時
 

と
こ
ろ
　
文
化
勤
労
会
館
　
 

内
　
容
　
 

○
講
　
演
　
「
ま
ず
は
笑
っ
て
み
や
ぁ
〜

　
お
も
し
ろ
東
洋
医
学
ツ
ボ
講
座
〜
」
　
 

○
講
　
師
　
大
井
秀
樹
氏
（
接
骨
院
院
長
、

　
健
康
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）
 

○
演
　
芸
　
「
う
た
っ
て
お
ど
っ
て
ス
ト

　
レ
ス
解
消
」
　
　
 

○
演
芸
者
　
ゆ
か
い
な
仲
間
 

参
加
費
　
3
0
0
円
　
 

問
合
せ
　
福
祉
西
グ
ル
ー
プ
 

                   

 　
小
・
中
学
生
 

　
　
総
合
体
育
館
無
料
開
放
 

 ◇
ア
リ
ー
ナ

と
　
き
　
毎
週
土
曜
日
午
前
9
時
〜
正
午
。
 

　
た
だ
し
、
16
日
、
23
日
は
除
く
。

◇
卓
球
室
（
市
民
ホ
ー
ル
）

と
　
き
　
毎
週
土
曜
日
午
前
9
時
〜
正
午
。

た
だ
し
、
2
日
、
16
日
は
除
く
。
 

◇
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
（
中
学
生
の
み
）

と
　
き
　
毎
週
土
曜
日
午
前
9
時
〜
正
午
。
 

※
　
な
お
、
保
護
者
も
無
料
で
す
。
室
内

用
の
靴
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
ス
ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ
 

 

　クリスマスにちなんだ曲を合唱、ミュー
ジカルなどでご紹介します。 
と　き　12月23日（土）午後2時～（開 
　　　　場 午後1時30分） 
ところ　文化勤労会館　小ホール 
内　容　「美しき青きドナウ」「流浪の民」 
　　　　「きよしこの夜」「聖夜」「諸人こ 
　　　　ぞりて」 
問合せ　早川桂子　（21）4626

　コーラスグループ『空』の協力のもと、1
年間の練習の成果を披露します。ぜひ、ご
覧ください。 
と　き　12月17日（日）午後2時～（開 
　　　　場 午後1時30分） 
ところ　文化勤労会館　大ホール 
内　容　童謡、組曲、歌劇、クリスマス　
　　　　ソングなどの合唱 
問合せ　岡島令果　（23）6679



 
休館日：    4日(月）・11日（月）
　　　 ・18日（月）・25日（月）
　　　 ・28日（木）～1月4日（木）
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東
図
書
館
《
今
月
の
催
し
》
 

 ◇
ち
び
っ
こ
映
画
会
 

と
　
き

　
第
2
・
4
日
曜
日
午
前
10
時
30
分
〜
 

◇
子
ど
も
放
送
局
 

と
　
き

　
第
1
〜
4
土
曜
日
午
前
11
時
〜
 

◇
サ
ン
デ
ー
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
 

と
　
き

　
第
3
日
曜
日
午
後
1
時
30
分
〜
 

◇
紙
芝
居
会
 

と
　
き

　
第
1
土
曜
日
午
後
2
時
〜
 

◇
お
話
会
 

と
　
き

　
第
3
土
曜
日
午
前
11
時
〜
 

問
合
せ
　
東
図
書
館
 

 

 　
東
図
書
館
ク
リ
ス
マ
ス
会
 

 　
東
図
書
館
で
は
、
人
形
劇
団
キ
ュ
ー
ピ

ッ
ト
に
よ
る
「
ち
ょ
っ
と
早
い
ク
リ
ス
マ

ス
」
を
開
催
し
ま
す
。
人
形
劇
は
も
ち
ろ

ん
、
歌
や
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
な
ど
楽
し
い
催

し
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
家
族
そ
ろ
っ
て
ど

う
ぞ
。
 

と
　
き
 
12
月
16
日（
土
）午
後
2
時
〜
 

と
こ
ろ
　
東
図
書
館
　
視
聴
覚
室
 
 

定
　
員
　
1
4
0
人（
先
着
順
）
 

内
　
容
　
 

○
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
に
よ
る
「
き
つ
ね
い
ろ

の
く
つ
し
た
」
 

○
人
形
劇
「
き
き
み
み
ず
き
ん
」
 

○
い
っ
し
ょ
に
歌
お
う
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン

グ
 

問
合
せ
　
東
図
書
館
 

                 

 　
西
図
書
館
ク
リ
ス
マ
ス
会
 

 　
西
図
書
館
で
は
、
お
は
な
し
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
大
型
紙
芝
居
や
紙
カ
ッ
プ
で
つ
く

る
人
形
劇
な
ど
を
行
う
ク
リ
ス
マ
ス
会
を

開
催
し
ま
す
。
 

と
　
き
 
12
月
16
日（
土
）午
前
11
時
〜
 

と
こ
ろ
　
文
化
勤
労
会
館
　
会
議
室
 
 

定
　
員
　
1
2
0
人（
先
着
順
）
 

内
　
容
　
 

○
絵
本
「
さ
ん
に
ん
サ
ン
タ
」「
ク
リ
ス
マ

ス
に
は
お
き
て
て
く
ま
さ
ん
」「
三
び
き

の
や
ぎ
の
が
ら
が
ら
ど
ん
」
 

○
カ
ッ
プ
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
「
ト
ナ
カ
イ
く

ん
を
た
す
け
ろ
」
 

○
手
あ
そ
び
「
く
り
の
き
や
ま
の
キ
ツ
ネ
」
 

問
合
せ
　
西
図
書
館
 

                  

　
 

　
西
図
書
館
《
今
月
の
催
し
》
　

　
 

◇
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
 

と
　
き
　
毎
週
日
曜
日
午
後
2
時
〜
 

◇
お
は
な
し
会
 

と
　
き
　
第
2
〜
4
土
曜
日
午
前
11
時
〜
 

問
合
せ
　
西
図
書
館
 

 年
末
年
始
の
貸
出
冊
数
・
期
間
 

 
　
年
末
年
始
の
休
館
に
伴
い
、
12
月
16
日

（
土
）
か
ら
27
日
（
水
）
ま
で
の
間
、
貸
出

冊
数
と
貸
出
期
間
を
変
更
し
ま
す
。
 

貸
出
冊
数
　
１
人
20
冊
 

貸
出
期
間
　
3
週
間
 

※
　
視
聴
覚
資
料
の
貸
出
は
7
点
ま
で
で

す
。
た
だ
し
、
西
図
書
館
は
、
７
点
の
 

　
内
、
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
い
ず
れ
か
１

点
ま
で
で
す
。
 

 　
エ
ン
ジ
ョ
イ
！
人
形
劇
 

 　
毎
月
第
１
土
曜
日
は
、
親
子
で
楽
し
め

る
人
形
劇
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

と
　
き
 
12
月
2
日
（
土
）午
前
11
時
〜
11

時
45
分
 

と
こ
ろ
　
文
化
勤
労
会
館
　
リ
ハ
ー
サ
ル

　
室
 
 

定
　
員
　
1
2
0
人（
先
着
順
）
 

出
　
演
　
人
形
劇
団
じ
ゃ
ん
・
け
ん
・
ぽ
ん
 

演
　
題
　
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
「
大
き
な

か
ぶ
」
、
人
形
劇
「
ブ
ラ
ド
か
ら
の
招

待
状
」
 

問
合
せ
　
文
化
勤
労
会
館
 

 



 

申込用紙配布
  と　き　平成19年1月9日（火）～11日（木） 
　　　　  午後2時30分～6時30分 
  ところ　市内各児童クラブ 
申込み受付 
  と　き　平成19年1月29日（月）～31日（水） 
　　　　  午後2時30分～6時30分 
  ところ　市内各児童クラブ 
  問合せ　児童グループまたは各児童クラブ 

　平成19年度児童クラブの申込みを受け付けます。 
　児童クラブは、保護者が仕事や疾病などで、昼
間家庭での養育が困難な小学校1年生から3年生ま
での児童を対象に各小学校区で行っています。 
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 総

合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
 

　
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
指
導
　

　
　
　
 

　
総
合
体
育
館
（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
）
で

は
、
次
の
日
程
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に

よ
る
指
導
お
よ
び
体
力
測
定
を
行
い
ま
す
。
 

○
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
指
導
 

と
　
き
　
12
月
8
日
（
金
）
・
16
日
（
土
）

午
前
9
時
〜
午
後
1
時
、
10
日
（
日
）

午
後
1
時
〜
5
時
、
13
日
（
水
）
・
25

日
（
月
）
午
後
5
時
〜
9
時
 

○
体
力
測
定
（
予
約
制
）
 

と
　
き
　
12
月
19
日
（
火
）
午
後
5
時

〜
9
時
。
1
人
40
分
間
。
 

※
　
な
お
、
1
回
に
つ
き
大
人
3
0
0
円
、

小
人
（
中
学
生
）
1
0
0
円
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
室
使
用
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

問
合
せ
　
ス
ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ
 

            

    　
　
　
 

  　
寝
た
き
り
の
原
因
の
一
つ
に
、
転
倒
に

よ
る
骨
折
が
あ
り
ま
す
。
転
倒
は
老
化
な

ど
体
力
の
衰
え
が
主
な
原
因
と
な
る
た
め
、

足
腰
が
丈
夫
な
う
ち
に
転
ば
な
い
体
づ
く

り
が
必
要
で
す
。
 

　
転
倒
予
防
教
室
で
は
、
転
ば
な
い
た
め

の
講
話
と
運
動
を
実
践
し
ま
す
。
 

と
　
き
　
平
成
19 
年
1
月
24
日
か
ら
2
月

28
日
ま
で
の
毎
週
水
曜
日
午
前
10
時
〜

正
午（
全
6
回
）
 

と
こ
ろ
　
健
康
ド
ー
ム
　
柔
剣
道
室
 

対
　
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
65
歳
以

上
で
自
分
で
通
え
る
方
 

定
　
員
　
25
人（
先
着
順
）
 

内
　
容
（
講
話
と
運
動
）

○
第
1
回（
1
月
24
日
）
 

　
な
ぜ
転
倒
予
防
が
必
要
か
 

○
第
2
回（
1
月
31
日
）
 

　
自
分
の
体
を
知
ろ
う
 

○
第
3
回（
2
月
7
日
）
 

　
転
ば
な
い
た
め
に
は
①
 

○
第
4
回（
2
月
14
日
）
 

　
転
ば
な
い
た
め
に
は
②
 

○
第
5
回（
2
月
21
日
）
 

　
転
ば
な
い
た
め
に
は
③
 

○
第
6
回（
2
月
28
日
）
 

　
ず
っ
と
元
気
で
い
る
た
め
に
 

申
込
み
　
12
月
5
日
（
火
）
か
ら
福
祉
東

　
グ
ル
ー
プ
へ
。
 

      　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
 

　
　
　
　
　
　
　
会
員
募
集
　
 

 　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
内

在
住
で
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
健
康
で
働

く
意
欲
の
あ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

清
掃
や
庭
木
の
剪
定
、
除
草
、
草
刈
、
塗

装
、
大
工
、
筆
耕
、
襖
・
障
子
の
張
替
え

な
ど
、
あ
な
た
に
あ
っ
た
仕
事
を
見
つ
け

て
く
だ
さ
い
。
 

　
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
日
程

で
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

と
　
き
　
毎
月
第
3
水
曜
日
午
後
1
時
30 

　
分
〜
 

と
こ
ろ
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
本
部
 

持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
会
費
（
年
額

6
0
0
円
）
、
郵
便
局
の
通
帳
（
配
分

金
振
込
み
用
） 

問
合
せ
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
本
部

　
ま
た
は
東
支
所
　
 

 

 

 

 

 

 
 転倒予防教室 



K I T A NAGOYA　 I N F O RMA T I O N  B O X

 

平成18年　12月 15

 　総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
え
の
丘
 

　
　
　
　
登
録
ヘ
ル
パ
ー
募
集
 

 
 

 
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
え
の
丘
で
は
、
 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
の

指
示
で
自
宅
か
ら
利
用
者
宅
へ
出
向
き
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
登
録
ヘ

ル
パ
ー
（
非
常
勤
の
臨
時
職
員
）
の
募
集

を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

応
募
資
格
　
お
お
む
ね
55 
歳
ま
で
の
介
護

福
祉
士
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
１
級
お
よ

び
2
級
の
資
格
を
お
持
ち
の
方
 

勤
務
内
容
　
要
介
護
者
へ
の
訪
問
介
護
、

障
害
者
へ
の
居
宅
介
護
等
 

給
　
与
　
当
事
業
所
の
規
定
に
よ
る
 

申
込
み
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
え
の
丘
 

※
　
非
常
勤
の
た
め
、
利
用
者
の
増
減
、

登
録
者
の
条
件
等
で
、
勤
務
内
容
が
変

則
的
と
な
り
ま
す
。

                

 　
新
春
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン
 

　
　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集
 

 と
　
き
　
平
成
19
年
1
月
21
日
（
日
）
午

前
9
時
10
分
〜
 

と
こ
ろ
　
文
化
の
森
周
辺
 

参
加
費
　
マ
ラ
ソ
ン
1
5
0
0
円（
中
学

生
の
み
5
0
0
円
）
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
・

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
1
0
0
円
 

申
込
み
　
所
定
の
申
込
書
（
広
報
11
月
号

折
り
込
み
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

マ
ラ
ソ
ン
は
12
月
10
日
（
日
）
、
ジ
ョ

ギ
ン
グ
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
平
成
19
年
 

1
月
21
日
（
日
）
ま
で
に
市
体
育
協
会

事
務
局
（
総
合
体
育
館
内
）
　
（
25
）

9
3
1
1
へ
。
 

※
　
開
催
内
容
は
、
広
報
「
北
名
古
屋
」

1
月
号
で
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

                 

 　
自
衛
官
募
集
 

 職
　
種
　
2
等
陸
・
海
・
空
士

応
募
資
格
　
平
成
19
年
4
月
1
日
現
在
で

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
性
の
方
 

試
験
日
　
12
月
17
日（
日
）
 

申
込
み
　
12
月
16
日
（
土
）
ま
で
に
自
衛

隊
愛
知
地
方
協
力
本
部
小
牧
地
域
事
務

所
　
（
73 
）2
1
9
0
へ
。
 

 　
西
春
日
井
写
真
展
 

 　
西
春
日
井
社
会
教
育
主
事
等
連
絡
協
議

会
で
は
、
公
募
に
よ
る
写
真
展
を
開
催
し

ま
す
。
 

と
　
き
　
平
成
19 
年
1
月
27
日
（
土
）
・

28
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
4
時
 

と
こ
ろ
　
文
化
勤
労
会
館
　
展
示
室
 

応
募
資
格
　
北
名
古
屋
市
、
清
須
市
、
豊

山
町
、
春
日
町
内
在
住
・
在
勤
の
方
 

応
募
規
定
　
『
私
の
ま
ち
』
を
テ
ー
マ
と

し
た
四
つ
切
り（
25
セ
ン
チ
×
30
セ
ン

チ
）の
白
黒
お
よ
び
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト

写
真
。
た
だ
し
、
単
写
真
の
作
品
に
限

り
ま
す
。
 

募
集
点
数
　
各
市
町
10
点
以
内（
1
人
1

点
・
先
着
順
） 

申
込
み
　
12
月
6
日（
水
）か
ら
平
成
19
年

1
月
17
日
（
水
）
ま
で
に
生
涯
学
習
グ

ル
ー
プ（
東
庁
舎
）へ
。
 

     

      　
地
域
通
貨
の
発
行
を
 

　
　
　
　
　
　
取
り
止
め
ま
す
 

 　
平
成
16 
・
17
年
度
に
旧
西
春
町
が
実
施

し
ま
し
た
地
域
通
貨（
に
し
は
る
通
貨
）の

発
行
事
業
は
、
師
勝
町
・
西
春
町
合
併
協

議
会
で
手
法
等
を
検
討
し
た
結
果
、
継
続

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま

で
の
事
業
実
績
や
登
録
事
業
者
に
よ
る
ア

ン
ケ
ー
ト
を
基
に
検
討
し
た
結
果
、
流
通

効
果
が
十
分
得
ら
れ
な
い
と
判
断
し
た
た

め
、
本
市
で
の
発
行
は
取
り
止
め
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

問
合
せ
　
産
業
グ
ル
ー
プ
 

　
駅
前
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
 

　
　
整
備
計
画
を
取
り
止
め
ま
す
 

　
旧
西
春
町
が
西
春
駅
西
土
地
区
画
整
理

事
業
に
あ
わ
せ
整
備
を
計
画
し
て
い
た
「
西

春
駅
前
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
は
、

種
々
検
討
し
た
結
果
、
こ
の
整
備
を
取
り

止
め
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
同
場
所
に
は
代
わ
っ
て
地
区
の

公
会
堂
を
建
設
す
る
予
定
で
す
。
 

問
合
せ
　
駅
前
開
発
室
　
（
25
）

6
1
1
1

と　き　平成19年１月5日（金）午前9時 
　　　　～正午（受付：午前11時まで） 
ところ　市役所西庁舎分館 
対　象　小学校2年生から中学校3年生ま 
　　　　での児童・生徒 
課　題　小学2年生「はつひ」　 
　　　　小学3年生「はつひ」 
　　　　小学4年生「春のよい」 
　　　　小学5年生「わか菜」 
　　　　小学6年生「太平の春」 
　　　　中学1年生「春の七草」 
　　　　中学2年生「春の足音」 
　　　　中学3年生「新春東風」 
申込み　12月25日（月）午後7時までに、 
　　　　市内の各書道教室または西春連合 
　　　　発展会事務局（石川屋菓子店）　 
　　　　（21）0552へ。 
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献
　
血
 

 と
　
き
　
12
月
19
日
（
火
）
午
前
10
時
〜

正
午
。
午
後
1
時
〜
3
時
　
 

と
こ
ろ
　
市
役
所
西
庁
舎
分
館
 

対
　
象
　
16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
健
康
な

方
（
65
歳
以
上
の
方
は
、
60
歳
を
超
え

て
か
ら
の
献
血
経
験
の
あ
る
方
に
限
る
）
 

持
ち
物
　
免
許
証
等
（
本
人
確
認
の
で
き

る
も
の
）
、
献
血
手
帳
（
お
持
ち
の
方

の
み
）
 

問
合
せ
　
社
会
福
祉
協
議
会
 

 　
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
運
動
 

　
　
　
　
　
　
　
に
ご
協
力
を
 

 　
12
月
31
日（
日
）ま
で
、
全
国
一
斉
に
「
歳

末
た
す
け
あ
い
募
金
運
動
」
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
心
よ
り
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
10
月
１
日
か
ら
全
国
一
斉
に
共

同
募
金
運
動
が
実
施
さ
れ
、
皆
さ
ん
の
社

会
福
祉
に
対
す
る
ご
理
解
、
ご
協
力
に
よ

り
多
く
の
善
意
の
募
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
 

　
こ
こ
に
、
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
 

上
げ
ま
す
。
 

　
　
　
北
名
古
屋
市
共
同
募
金
委
員
会
 

 
 
 
 
　
　
会
長
　
山
　
田
　
安
　
光
 

 

 　
農
業
所
得
の
申
告
は
 

　
　
　
　
　
　
　
収
支
計
算
で
 

  
こ
れ
ま
で
、
農
業
所
得
の
申
告
に
用
い

ら
れ
て
き
ま
し
た
農
業
所
得
標
準
は
廃
止

さ
れ
ま
し
た
。
 

　
平
成
18
年
分
の
確
定
申
告
の
時
期
が
近

づ
い
て
き
ま
し
た
が
、
農
業
所
得
標
準
を

適
用
し
て
確
定
申
告
を
さ
れ
て
き
た
方
は
、

収
入
金
額
が
分
か
る
書
類（
販
売
代
金
が

振
り
込
ま
れ
る
口
座
の
通
帳
や
出
荷
伝
票

な
ど
）
と
必
要
経
費
が
分
か
る
書
類
（
請

求
書
や
領
収
書
な
ど
）を
基
に
、
収
入
金

額
か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引
く
「
収
支
計

算
」
で
農
業
所
得
を
計
算
し
、
確
定
申
告

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
 

問
合
せ
　
名
古
屋
西
税
務
署（
個
人
課
税

第
1
部
門
）
　
0
5
2
（
5
2
1
）

8
2
5
7
 

               

  
税
の
無
料
相
談
 

 
 

　
商
工
会
で
は
、
青
色
事
業
所
得
者
を
対

象
に
、
消
費
税
相
談
お
よ
び
年
末
調
整
指

導
を
行
い
ま
す
。
 

消
費
税
相
談
 
 

と
　
き
　
12
月
12
日
（
火
）
午
前
10
時
〜

　
午
後
4
時
　
　
　
 

と
こ
ろ
 
師
勝
町
商
工
会
館
 

年
末
調
整
指
導

○
師
勝
町
商
工
会

と
　
き
　
12
月
19
日（
火
）、平
成
19
年
1

　
月
5
日
（
金
）
・
9
日
（
火
）
午
前
10
時

　
〜
午
後
4
時
 

と
こ
ろ
 
師
勝
町
商
工
会
館
 

○
西
春
町
商
工
会
 
 

と
　
き
　
平
成
19
年
1
月
5
日
（
金
）
・

　
9
日
（
火
）
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
　

と
こ
ろ
 
西
春
町
商
工
会
館

申
込
み
　
12
月
4
日（
月
）か
ら
、師
勝
町

　
商
工
会
　
（
22
）
5
4
1
1
ま
た
は
西

　
春
町
商
工
会
　
（
25
）0
0
0
1
へ
。
 

             

 　
12
月
の
納
税
 

 ○
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
　
第
3
期
 

○
国
民
健
康
保
険
税
　
　
　
　
　
第
7
期

○
介
護
保
険
料
　
　
　
　
　
　
　
第
5
期

　
　
　
　
納
期
は
、
12
月
25
日
ま
で
で
す
。

 　
納
税
に
は
便
利
な
口
座
振
替
を
 

　
 

 
仕
事
や
家
事
に
忙
し
い
と
、
つ
い
つ
い

納
期
も
忘
れ
が
ち
で
す
。
そ
ん
な
方
は
、

預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
納
税
を
済
ま
す

便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

利
用
で
き
る
税
な
ど
 

　
市
県
民
税
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、

介
護
保
険
料
、
十
五
ヶ
用
水
賦
課
金
 

取
扱
い
金
融
機
関
な
ど
 

 
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、
大
垣
共
立
銀

行
、
十
六
銀
行
、
百
五
銀
行
、
岐
阜
銀

行
、
愛
知
銀
行
、
名
古
屋
銀
行
、
中
京

銀
行
、
岐
阜
信
用
金
庫
、
愛
知
信
用
金

庫
、
い
ち
い
信
用
金
庫
、
瀬
戸
信
用
金

庫
、
中
日
信
用
金
庫
、
西
春
日
井
農
業

共
同
組
合
、
郵
便
局
 

申
込
み
　
預
金
通
帳
と
通
帳
印
を
ご
持
参

の
う
え
、
お
取
扱
い
の
金
融
機
関
ま
た

は
収
納
グ
ル
ー
プ（
東
庁
舎
）へ
。
 

 　
保
育
料
の
振
替
（
12
月
分
）
 

 　
保
育
料
の
口
座
振
替
が
で
き
る
よ
う
、

預
貯
金
額
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

振
替
日
　
12
月
6
日
（
水
）
 

問
合
せ
　
児
童
グ
ル
ー
プ
 

（

をご存じですか？

 インフルエンザの予防接種は、免
疫獲得までに2週間ほどかかるので、
流行がはじまる12月上旬までに済ま
されることをお勧めします。 
　インフルエンザは、インフルエン
ザウイルスによって引き起こされる
呼吸器感染症で、普通の風邪とよく
似た症状に加え、40度近い高熱が出
るなど全身にさまざまな症状が表れ
ます。重症化すると体力のない高齢
者や乳幼児などは生命にかかわりま
すので、特に注意が必要です。風邪
にかかったと思ったら軽視しないで、
医療機関で受診しましょう。 

家庭での予防法 
○帰宅したら手洗い・うがいをする
○外出の際はマスクを着用する
○人ごみ・感染者の多い場所への外
　出をさける
○室内の空気を清潔に保ち、適度に
保温・加湿する
○規則正しい生活を送る

インフルエンザにご注意を！ 
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都
市
計
画
を
変
更
し
ま
し
た
 

 　
平
成
18
年
3
月
20
日
の
合
併
に
伴
い
、

旧
師
勝
町
と
旧
西
春
町
の
既
存
の
都
市
計

画
を
北
名
古
屋
市
の
都
市
計
画
と
し
て
、

11
月
14
日
に
変
更
し
ま
し
た
。
な
お
、
実

質
的
な
制
限
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

問
合
せ
　
都
市
整
備
グ
ル
ー
プ
、
下
水
道

　
グ
ル
ー
プ
 

 　
工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を
 

 　
12
月
31
日
現
在
で
、
「
平
成
18
年
工
業

統
計
調
査
」
が
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま

す
。
12
月
下
旬
か
ら
来
年
１
月
に
か
け
て

調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

　
な
お
、調
査
票
の
内
容
は
統
計
法
に
よ

り
厳
重
に
守
ら
れ
、統
計
目
的
以
外
に
は

使
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
安

心
く
だ
さ
い
。
 

問
合
せ
　
企
画
・
広
報
グ
ル
ー
プ
 

　
検
察
審
査
員
に
協
力
を

 
 
 

 
検
察
審
査
会
は
、
国
民
の
中
か
ら
「
く

じ
」
で
選
ば
れ
た
11
人
の
検
察
審
査
員
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
検
察
官
が
被
疑
者
を

不
起
訴
に
し
た
こ
と
の
当
否
を
審
査
し
ま

す
。
20
歳
以
上
の
方
は
検
察
審
査
員
に
選

ば
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
選
ば
れ

た
場
合
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

問
合
せ
　
名
古
屋
第
一
・
第
二
検
察
審
査

会
事
務
局
　
0
5
2（
2
0
3
）1
6
1
1
 

 

 　
水
道
料
金
の
改
定
 

 　
北
名
古
屋
水
道
企
業
団
で
は
、
水
道
事

業
の
健
全
な
経
営
と
安
定
給
水
の
確
保
の

た
め
、
平
成
19
年
4
月
1
日
か
ら
水
道
料

金
を
左
表
の
と
お
り
改
定
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
 

　
今
後
も
住
民
の
皆
さ
ん
に
安
心
・
安
全

な
水
を
供
給
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
き
ま

す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

                       　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
北
名
古
屋
水
道
企

業
団
　
（
22
）1
2
5
1
へ
。
 

基本料金（1か月分）（消費税別） 

メーター口径（㎜） 現行（円） 改定後（円） 

13

20

25

30

40

50

75

100

150

700

1,900

3,500

5,200

9,300

17,700

36,400

62,000

145,000

600

1,800

3,400

5,400

9,700

18,300

37,400

64,000

147,000

（消費税別） 従量料金
現　行 
 （円） 

改定後 
 （円） 

1～10

11～30

31～50

51～100

101　以上 

特別栓 

60

110

160

200

230

300

70

130

180

220

250

340

　　区　分 
（1　につき） 

身体障害者標識 
（障害者マーク） 

肢体不自由であることを理 
由に免許に条件を付されて 
る運転者が、運転する場合 
に表示するマーク 

障害者のための 
国際シンボルマーク 

障害を有する方が利用でき 
る建物、施設であることを 
示す世界共通のシンボルマ 
ーク 

聴覚障害者シンボル 
マーク 

聴覚障害を有する方である 
ことを表す国内で使用され 
ているマーク 

オストメイトマーク 

人工肛門・人工膀胱を使用 
している方（オストメイト） 
のための設備があることを 
表すマーク 

盲人のための 
国際シンボルマーク 

視覚障害を有する方を表す 
世界共通のシンボルマーク 

ほじょ犬マーク 

身体障害者補助犬同伴の啓 
発のためのマーク 

ハートプラスマーク 

身体内部に障害を有する方 
を表すマーク 

　障害を有する方のマークには、おもに次のようなものがあります。マークの表す意味など
を理解し、障害を有する方が皆さんと同じように暮らしやすい社会づくりにご協力ください。 
　お問い合わせは、福祉西グループへ。 

をご存じですか？をご存じですか？
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第
58
回
人
権
週
間
 

 
「
育
て
よ
う
一
人
ひ
と
り
の
人
権

意
識
〜
思
い
や
り
の
心
、
か
け
が

え
の
な
い
命
を
大
切
に
〜
」
 

 
 

 
12
月
4
日
か
ら
10
日
は
、
人
権
週
間
で

す
。
す
べ
て
の
方
が
人
権
の
意
識
や
重
要

性
に
関
す
る
知
識
を
身
に
付
け
、
人
権
問

題
を
直
感
的
に
と
ら
え
る
感
性
や
日
常
生

活
に
お
け
る
人
権
へ
の
配
慮
が
自
然
の
行

動
に
現
れ
る
よ
う
な
人
権
意
識
を
育
む
こ

と
を
目
的
に
、
毎
年
12
月
10
日
の
「
人
権

デ
ー
」
を
最
終
日
と
す
る
１
週
間
を
人
権

週
間
と
定
め
、
人
権
意
識
の
普
及
高
揚
を

図
っ
て
い
ま
す
。
 

 
ま
た
、
本
市
で
は
、
次
の
皆
さ
ん
が
人

権
擁
護
委
員
と
な
っ
て
、
身
近
な
人
権
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
 

北
名
古
屋
市
人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

大
野
英
夫（
六
ツ
師
）　
　（
21
）0
6
2
2
 

大
口
喜
久
子（
鹿
田
）　
　（
22
）1
9
8
3
 

柴
田
惠
美
子（
高
田
寺
）　（
21
）0
8
8
7
 

大
柿
英
實（
井
瀬
木
）　
　（
23
）5
4
2
5
 

早
川
博
俊（
鹿
田
）　
　
　（
21
）0
3
6
1
 

本
田
昭
文（
中
之
郷
）　
　（
21
）0
4
7
2
 

北
條
正
　（
法
成
寺
）　
　（
21
）0
4
1
9
 

天
野
滋（
九
之
坪
）　
　
　（
22
）0
3
1
5
 

問
合
せ
　
福
祉
東
グ
ル
ー
プ
 

　

　
 

　
忘
れ
物
を
預
か
っ
て
い
ま
す
 

 
 

　
総
合
体
育
館
、
ジ
ャ
ン
ボ
プ
ー
ル
、
市

民
プ
ー
ル
、
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
二
子
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
の
体
育
施
設
で
の
忘
れ

物
を
お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。
心
当
た
り

の
方
は
、
総
合
体
育
館
へ
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。
 

　
な
お
、
12
月
27
日
（
水
）
ま
で
総
合
体

育
館
で
保
管
し
、
そ
の
日
を
過
ぎ
る
と
処

分
し
ま
す
。
 

問
合
せ
　
総
合
体
育
館
 

 　
総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
の
 

　
　
　
　
　
　
　
　
利
用
中
止
 

 　
12
月
18
日
（
月
）
か
ら
平
成
19
年
1
月

31
日（
水
）ま
で
、天
井
部
耐
震
補
強
工
事

の
た
め
、
総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
の
利
用

を
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

問
合
せ
　
総
合
体
育
館
 

 　
犬
の
放
し
飼
い
は
 

　
　
　
　
　
や
め
ま
し
ょ
う
 

 
 

　
犬
の
放
し
飼
い
は
大
変
危
険
で
す
の
で
、

絶
対
に
止
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
リ
ー

ド
を
付
け
ず
に
散
歩
す
る
方
が
い
ま
す
が
、

人
に
飛
び
掛
っ
た
り
、
他
の
飼
い
犬
の
迷

惑
と
な
り
ま
す
の
で
、
絶
対
止
め
て
く
だ

さ
い
。
 

問
合
せ
　
環
境
グ
ル
ー
プ
 

東公民館〈3月分〉 

　と　き　平成19年1月5日（金）午前9時～ 
　　　　　受付：午前8時50分～ 
　ところ　東公民館 視聴覚室 

文化勤労会館〈3月分〉 

　と　き　平成19年1月5日（金）午前8時50分～ 
　　　　　受付：午前8時35分～ 
　ところ　文化勤労会館 エントランスホール 

体育・学校施設〈1月分〉 

◇二子テニスコート

　　と　き　12月2日（土）午前8時40分～ 
　　　　　　受付：午前8時30分～ 
　　ところ　総合体育館 市民ホール 

◇市民グラウンド・中学校夜間照明
　 （師勝・訓原・西春・白木・天神中学校）

　と　き　12月9日（土）午前8時40分～ 
　　　　　受付：午前8時30分～ 
　ところ　総合体育館 大・小会議室 

 ◇学校施設（体育館・テニスコート）
　　と　き　12月9日（土）午前9時40分～ 
　　　　　　受付：午前9時30分～ 
　　ところ　総合体育館 大・小会議室 
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国
民
年
金
保
険
料
の
控
除
 

 　
国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除

と
し
て
年
末
調
整
や
確
定
申
告
す
る
場
合

は
、
今
年
１
年
間
に
納
付
し
た（
納
付
見

込
額
を
含
む
）国
民
年
金
保
険
料
を
証
明

す
る
書
類
や
領
収
書
の
添
付
等
が
必
要
で

す
。
 

　
社
会
保
険
庁
か
ら
11
月
上
旬
に
送
付
さ

れ
ま
し
た
国
民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明

す
る
「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」（
は
が
き
）は
、
本
年
1
月

か
ら
10
月
2
日
ま
で
に
納
付
さ
れ
た
国
民

年
金
保
険
料
と
、
年
内
に
納
付
が
見
込
ま

れ
る
場
合
の
納
付
見
込
額
で
す
。
 

　
ま
た
、
年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加

入
し
た
場
合
な
ど
、
10
月
3
日
以
降
に
本

年
初
め
て
保
険
料
を
納
付
す
る
方
は
、
翌

年
2
月
上
旬
に
同
様
の
証
明
書
が
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
申
告
の
際
ま
で
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。
 

問
合
せ
　
社
会
保
険
庁
控
除
証
明
書
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
　
0
5
7
0
（
00
）

9
9
1
1
 

 　
ご
み
の
焼
却
に
注
意
！
 

  
家
庭
で
の
ご
み
の
焼
却
に
関
す
る
苦
情

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
各

家
庭
で
の
簡
単
な
焼
却
は
法
的
に
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
何
で
も
焼
却
し
て
い
い

と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
焼
却
を

行
う
時
は
次
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
く
だ

さ
い
。
 

○
黒
煙
が
発
生
す
る
も
の
は
焼
却
し
な
い
。
 

○
悪
臭
を
発
生
さ
せ
る
も
の
は
焼
却
し
な

い
。
 

○
草
木
は
よ
く
乾
燥
を
さ
せ
、
水
気
を
十

分
に
取
っ
て
か
ら
焼
却
す
る
。
 

○
風
向
き
等
天
候
を
よ
く
考
慮
し
て
焼
却

す
る
。
 

○
焼
却
を
行
っ
て
い
る
間
は
、
火
の
そ
ば

か
ら
離
れ
な
い
。
 

○
煙
が
大
量
に
発
生
し
た
と
き
は
、
す
ぐ

に
焼
却
を
や
め
る
。
 

○
不
完
全
燃
焼
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

焼
却
す
る
。
 

問
合
せ
　
環
境
グ
ル
ー
プ
 

 

 　
地
域
安
全
（
防
犯
）
運
動
 

 
「
犯
罪
に
あ
わ
な
い
 

　
犯
罪
を
起
こ
さ
せ
な
い
 

　
犯
罪
を
見
逃
さ
な
い
」
 

 
 

　 
12
月
１
日
（
金
）
か
ら
20
日
（
水
）
ま
で
、

年
末
地
域
安
全
（
防
犯
）
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
 

　
師
走
を
迎
え
、
街
は
人
の
動
き
と
慌
た

だ
し
さ
に
包
ま
れ
、
街
頭
犯
罪
な
ど
の
多
 

             

発
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
時
期

は
、
多
額
な
現
金
を
取
り
扱
う
機
会
も
増

え
、
忙
し
さ
で
つ
い
気
持
ち
が
散
漫
と
な

り
が
ち
で
す
。
「
ひ
っ
た
く
り
」や「
す
り
」

な
ど
、
年
末
を
狙
っ
た
犯
罪
の
被
害
に
遭

わ
な
い
よ
う
十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
 

活
動
内
容
　
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
事
件
・

事
故
の
防
止
、
ひ
っ
た
く
り
等
街
頭
犯

罪
の
防
止
、
住
宅
・
店
舗
等
を
対
象
と

し
た
侵
入
犯
罪
の
防
止
 

問
合
せ
　
防
災
グ
ル
ー
プ
　
 

 

　警察では、各種相談窓口を設け、 
犯罪の被害者本人からだけでなく、 
ご家族や友人からの相談も受け付け 
ています。気軽にご相談ください。 

○ハートフルライン（こころの悩み 
　相談） 
　　 052（954）8897　 

○被害少年相談電話（少年犯罪・保 
　護者の悩みごと相談） 
　　 0120（78）6770 

○レディースホットライン（性犯罪 
　被害相談） 
　　 0120（67）7830 

○ふれあいコール（列車内の 
　痴漢被害相談） 
　　 052（561）0184 

○ストーカー110番 
　　 052（961）0888　 

○西枇杷島警察署住民サービス係
　　 052（501）0110

各種相談窓口を 
　　ご利用ください 

公共施設等の連絡先 

○市役所西庁舎分館 
（22）1111

○市役所西庁舎・東庁舎 
代表 　（22）1111 

（23）6111

○文化勤労会館・西公民館 
（25）5111

○西図書館 （25）6406

○歴史民俗資料館 
（25）3600

○総合福祉センターもえの丘 
（26）2888

○健康ドーム 
（23）7006

○総合体育館 
（24）0661

○東保健センター 
（23）4000

○西保健センター 
（24）1551

○東公民館 （22）4560

○東図書館 （25）3600

○回想法センター 
（24）5337
（旧加藤家住宅内） 

○陽だまりハウス 
（25）8118

○社会福祉協議会本所 
（22）1111
（西庁舎分館内） 

○社会福祉協議会支所 
（26）2700

（総合福祉センターもえの丘内） 

○シルバー人材センター本部・西支所 
（21）0810

○シルバー人材センター東支所 
（21）3103

 



育児への不安、いじめ、児童虐待など
気軽にご相談ください！

                 　
子
ど
も
・
家
庭
1
1
0
番
 

 　
県
中
央
児
童
・
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー

の
家
庭
支
援
相
談
員
が
、
家
庭
で
の
悩
み

や
問
題
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

と
　
き
　
月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
9
時
〜

午
後
5
時
 

連
絡
先
　
　
0
5
2（
9
5
3
）4
1
5
2
 

 　
児
童
虐
待
相
談
 

 　
「
児
童
虐
待
で
は
」
と
思
わ
れ
る
こ
と

が
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

と
　
き
　
月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
8
時
30

分
〜
午
後
5
時
 

連
絡
先
　
児
童
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
県
中
央

児
童
・
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
　

0
5
2（
9
6
1
）7
2
5
0
 

※
　
緊
急
の
場
合
、
夜
間
対
応
可
。
 

　
教
育
相
談
 

 　
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
、
学
校
教
育
に

関
す
る
悩
み
な
ど
の
相
談
に
、
電
話
や
面

接
で
応
じ
ま
す
。
 

と
　
き
　
毎
週
火
・
木
・
金
曜
日
午
前
9

　
時
〜
午
後
4
時
 

と
こ
ろ
　
適
応
指
導
教
室
「
あ
け
ぼ
の
」

　（
高
田
寺
起
返
18
）
 

連
絡
先
　
　
（
24
）
4
1
5
2
 

 　
い
じ
め
・
不
登
校
相
談
 

 と
　
き
　
月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
9
時
〜

　
午
後
4
時
45 
分
 

と
こ
ろ
　
県
尾
張
教
育
事
務
所
 

連
絡
先
　

0
5
2（
9
6
1
）0
9
0
0
 

 　
子
育
て
相
談
 

 　
保
育
士
が
、
子
育
て
の
不
安
や
悩
み
な

ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

◇
電
話
相
談
 

と
　
き
　
月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
9
時
〜

午
後
4
時
 

連
絡
先
　
　
（
22
）
5
1
5
1
 

◇
面
接
相
談
（
予
約
制
）
 

と
　
き
　
月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
9
時
〜

午
後
4
時
 

連
絡
先
　
　
（
26
）
7
7
6
3
 

◇
発
達
相
談
（
予
約
制
）
 

と
　
き
　
月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
10
時
〜

午
後
3
時
 

連
絡
先
　
　
（
26
）
7
7
6
3
 

 

　
 

　
精
神
障
害
者
と
 

　
　
　
家
族
の
た
め
の
相
談
 

 　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
太
陽
で
は
、
精
神
障
害
を

有
す
る
方
を
対
象
と
し
た
制
度
や
家
庭
で

の
介
護
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
 

と
　
き
　
12
月
14
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

正
午
 

と
こ
ろ
 
健
康
ド
ー
ム
 

問
合
せ
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
太
陽
　
（
25
）

0
6
3
1
 

※
　
相
談
は
予
約
制
で
す
が
、
希
望
者
が

な
け
れ
ば
当
日
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
 

  
12
月
9
日
は
「
障
害
者
の
日
」
 

　
 

　
12
月
3
日
か
ら
「
障
害
者
週
間
」（
〜
9

日
）が
は
じ
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
、
12
月

9
日
は
「
障
害
者
の
日
」
で
す
。
 

　
障
害
を
有
す
る
方
に
対
す
る
障
壁
を
排

除
し
、
障
害
を
有
す
る
方
が
地
域
で
い
き

い
き
と
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域

住
民
が
互
い
に
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
 

　
昭
和
56
年
の
国
際
障
害
者
年
に
、
12
月

9
日
が
「
障
害
者
の
日
」
と
宣
言
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
平
成
4
年
、
国
連
は
12
月

3
日
を
「
国
際
障
害
者
デ
ー
」
と
宣
言
し

ま
し
た
。
「
障
害
者
週
間
」
は
、
障
害
を

有
す
る
方
が
自
ら
の
自
立
と
社
会
参
加
へ

の
意
欲
を
高
め
、
ま
た
国
民
の
障
害
を
有

す
る
方
に
対
す
る
理
解
と
認
識
を
よ
り
一

層
深
め
る
た
め
の
期
間
と
し
て
、
国
際
障

害
者
デ
ー
か
ら
障
害
者
の
日
ま
で
の
12
月

3
日
か
ら
12
月
9
日
を
「
障
害
者
週
間
」

と
定
め
ま
し
た
。
 

　
み
な
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
障
害
者
問
題

に
つ
い
て
、
ぜ
ひ
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
 

 　
木
造
住
宅
耐
震
改
修
相
談
 

　
 

　
市
が
実
施
す
る
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

を
受
け
た
方
を
対
象
に
、
地
元
の
建
築
士

が
耐
震
改
修
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

と
　
き
　
12
月
19
日
（
火
）
午
後
1
時
〜

4
時
 

と
こ
ろ
 
市
役
所
西
庁
舎
　
第
3
会
議
室
 

相
談
員
　
（
社
）
愛
知
建
築
士
会
名
古
屋

西
支
部
の
建
築
士
 

定
　
員
　
6
人（
先
着
順
）
 

申
込
み
　
12
月
5
日
（
火
）
か
ら
施
設
管

理
グ
ル
ー
プ
へ
。
 

 　
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
 

 　
杉
野
倫
則
さ
ん
（
鹿
田
）
か
ら
、
市
行

政
の
た
め
に
1
0
0
万
円
の
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

  

 

  

 

平成18年　12月 20
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各種相談をご利用ください。詳しくは、各窓口へ。

相談名 と き ところ 相談員 問合せ

相談コ～ナ～相談コ～ナ～

ボランティア相談 12月20日（水）13：30～15：30
総合福祉センターも
えの丘ボランティア
専用室 

ボランティア活動実
践者、社会福祉協議
会職員 

社会福祉協議会 

心のケア相談 
全日本カウンセリン
グ協議会認定カウン
セラー 

12月19日（火）9：00～12：00
総合福祉センター
もえの丘相談室 

社会福祉協議会 

12月12日（火）9：00～12：00

心配ごと相談 社会保険労務士等 社会福祉協議会 

西庁舎分館相談室 

総合福祉センター
もえの丘相談室 

12月12日（火）13：30～16：30

母子自立支援相談 随時 10：00～16：00 東庁舎児童グループ 
市の母子自立支援
員 児童グループ 

12月27日（水）10：00～12：00

母子家庭等就業相談 

西庁舎分館相談室 

県の就業相談員 児童グループ 

12月27日（水）13：30～15：30 東庁舎市民相談室 

女性相談 県の女性相談員 

東庁舎市民相談室 

福祉（東・西）グループ 

こども相談 随時 8：30～17：00 東庁舎児童グループ 

年金相談 

毎週月・木曜日 9：00～12：00 東庁舎市民グループ 

毎週火・金曜日 9：00～12：00 西庁舎市民グループ 

市民（東・西）グループ 

※年金手帳持参 
年金相談員 

 

児童グループ 

12月27日（水）10：00～15：00 西子育て支援センター 

市の児童相談員 こども相談（出張） 

心身障害者相談 

12月12日（火）10：00～12：00
身体障害者相談員 
知的障害者相談員 

東庁舎市民相談室 

12月27日（水）10：00～12：00 西庁舎分館相談室 
※電話での相談可 
福祉（東・西）グループ 

法律相談 弁護士 社会福祉協議会 

12月21日（木）・1月4日（木） 
9：00～12：00 西庁舎分館会議室 

12月14日（木）・28日（木） 
9：00～12：00

総合福祉センター
もえの丘相談室 

※予約制 

広聴相談（行政一般） 随時 9：00～17：00 西庁舎内会議室等 市職員 
企画・広報グループ 
※予約制 

母子自立支援相談（出張） 毎週水曜日 10：00～12：00 西庁舎分館相談室 

12月21日（木） 10：00～12：00

北子育て支援センター 12月13日（水）10：00～15：00

市の児童相談員 児童グループ 

※予約制 

マンション相談 12月19日（火）10：00～12：00
マンション管理士、宅
地建物取引主任者、シ
ニアライフアドバイザー 

社会福祉協議会 西庁舎分館相談室 
※予約制 

西庁舎分館相談室 12月7日（木） 10：00～12：00

東子育て支援センター 12月6日（水）10：00～15：00
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成人保健事業 

10

名 称 実 施 日 会 場 時 間 対 象 ・ 詳 細
成人健康相談 
 

12月5日（火） 
 

西保健センター 
 

成人保健事業の予約・申込み・お問い合わせは西保健センター
（　24-1551）へ

13：30～15：30 
 

持ち物：健康手帳 
内　容：血圧測定、尿検査、栄養・健康相談 

 

離乳食講習会　 

と　き　12月20日（水）午前10時～正午 

　　　  （受付：午前9時30分～） 

ところ　健康ドーム 

対　象　乳児を持つ家族および離乳食にお悩みの方 

　定　員　20人（先着順） 

　内　容　離乳食の講話と実習 

　持ち物　エプロン、タオル、三角巾、ふきん、ボールペ

　　　　　ン、母子健康手帳 

　参加費　200円 

　申込み　12月13日（水）までに東保健センターへ。 

　※　託児を希望される方は、3日前までに健康ドーム内の 

　　子育て支援室　（22）7601へお問い合わせください。 

 

高齢者インフルエンザ予防接種 

　10月16日以降に指定医療機関以外でインフルエンザ予

防接種を受けられた65歳以上の方は、補助金を交付します

ので、東・西保健センターへ申請してください。 

手続きに必要なもの　 

　　医療機関で使用した予診票、領収書、振込先の口座番

　号（郵便局以外）、印かん 

 

神経系難病患者・家族のつどい　※予約制 

　　神経系難病で療養されている方やご家族の方を対象に「つ

どい」を開催します。病気に関する理解を深めるとともに、

同じ病気を持つ方々と交流し、楽しいひとときを過ごしてみ

ませんか。 

と　き　12月7日（木）午後2時～3時30分 

ところ　師勝保健所 

　内　容　音楽療法、交流会 

　申込期限　12月5日（火）　 

心の健康相談　※予約制 

と　き　12月の毎週木曜日　午後1時30分～2時30分 

ところ　師勝保健所 

歯科相談　※予約制 

と　き　12月7日（木）午前9時30分～11時 

　　　　（毎月第１木曜日） 

ところ　師勝保健所 

 

 

師勝保健所からのお知らせ 

　予約・申込み・お問い合わせは、師勝保健所　 （23）5811 
へ。 

お 知 ら せ

休日診療 
日曜日、祝日に急病人が出たとき

救急病院をご紹介します
「救急医療情報センター」 （81）1133

 

東部休日急病診療所 
（23）0122 

西部休日急病診療所 
052（503）8277

内科・小児科（9：30～16：30）

3日（日） 

10日（日） 

17日（日） 

23日（土） 

24日（日） 

30日（土） 

31日（日） 

1日（月） 

2日（火） 

3日（水） 

12月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1月 
 

師勝整形外科 
（23）4181 

杉山医院 
（28）1181 

済衆館病院 
（21）0811 

ハルクリニック 
（25）8001 

遠藤外科整形外科 
052（502）8841 

 
 

済衆館病院 
（21）0811 

杉山医院 
（28）1181 

きとう医院 
052（400）7211 

ゆたかクリニック 
052（408）0171 

水野歯科医院 
（23）2345 

水谷歯科医院 
052（501）1390 

寺町歯科医院 
（28）2818 

石田歯科 
052（401）8088 

豊山歯科クリニック 
（28）6480 

ごとう歯科 
052（400）8603 

あさの歯科医院 
（23）0251 

近藤歯科 
052（409）8389 

アマノ歯科 
（25）2348 

せいの歯科クリニック 
052（401）4618 

北名古屋市 
片場 
清須市 
西枇杷島町 
豊山町 
豊場 
清須市 
阿原 
豊山町 
青山 
清須市 
土器野 
北名古屋市 
九之坪 
清須市 
桃栄 
北名古屋市 
九之坪 
清須市 
須ヶ口 

日 付 外 科 所在地 歯 科 所在地
北名古屋市 
鹿田 
豊山町 
豊場 
北名古屋市 
鹿田 
北名古屋市 
徳重 
清須市 
西枇杷島町 
 
 
北名古屋市 
鹿田 
豊山町 
豊場 
清須市 
寺野 
春日町 
落合 

外科（10：00～17：00） 歯科（9：30～11：30）



い き き い 
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母子保健事業 
名 称 実 施 日 会 場 時 間 対 象 ・ 詳 細

母子健康手帳発
行 
 
 
たまごサークル 
 
 
パパママ教室 
（要予約） 
 
 
まりもちゃんの
会 
4か月児健診 
 
※　BCG予防接
種も行います。 
 
 
 
 
 
10か月児健診 
 
 
 
 
1歳6か月児健
診 
 
 
 
2歳児むし歯予
防教室 
 
 
 
 
 
3歳児健診 
 
 
 
 
 
育児・母乳・発
達相談 
 
子ども健康相談 
 
 
個別接種（三種混
合・ＭＲワクチン） 
（要予約） 

12月4日（月）・11日（月）・
18日（月） 
12月6日（水）・20日（水）・
27日（水） 
12月20日（水） 
 
 
1日目　12月8日（金）   
2日目　12月10日（日） 
　 
 
12月11日（月） 
 
12月25日（月） 
 
 
 
 
 
12月8日（金） 
 
 
12月13日（水） 
 
 
 
12月12日（火） 
12月27日（水） 
 
 
 
12月15日（金） 
12月14日（木） 
 
 
 
12月7日（木） 
 
 
12月20日（水） 
 
 
 
12月21日（木） 
 
12月22日（金） 
 
 
12月13日（水） 
12月20日（水） 
 
 
 

東保健センター 
 
西保健センター 
 
西保健センター 
 
 
東保健センター 
 
 
 
西保健センター 
 
東保健センター 
 
 
 
 
 
西保健センター 
 
 
東保健センター 
 
 
 
西保健センター 
東保健センター 
 
 
 
西保健センター 
東保健センター 
 
 
 
西保健センター 
 
 
東保健センター 
 
 
 
西保健センター 
 
東保健センター 
 
 
宇福寺児童館 
健康ドーム 

母子保健事業の予約・申込み・お問い合わせは東保健センター
（　23-4000）へ

10：00～10：30 
（受付9：45～10：00）
　 
 
10：30～12：00 
 
 
受付9：15～9：30 
 
 
 
10：00～11：30 
 
1日～15日生まれ 
  受付13：00～13：15 
16日以降生まれ 
  受付13：45～14：00 
BCGのみの方 
  受付13：30～14：00 
受付13：00～13：45 
BCGのみの方 
  受付14：00～14：45 
1日～15日生まれ 
  受付13：00～13：15 
16日以降生まれ 
  受付13：45～14：00 
受付13：00～13：45 
1日～15日生まれ 
  受付13：00～13：15 
16日以降生まれ 
  受付13：45～14：00 
受付13：00～13：45 
11月生まれ 
  受付9：00～9：15 
12月生まれ 
  受付10：00～10：15 
受付10：00～10：30 
 
 
1日～15日生まれ 
  受付13：00～13：15 
16日以降生まれ 
  受付13：45～14：00 
受付13：00～13：45 
 
9：30～11：00 
 
 
10：00～11：00 
 

持ち物：妊娠届出書、ボールペン 
内　容：母子健康手帳の使い方や妊娠中の

過ごし方などについて説明 
 
対　象：妊娠中の方 
持ち物：母子健康手帳 
内　容：ビデオ上映、交流会等 
持ち物：母子健康手帳、ボールペン 
1日目：赤ちゃんの保育、妊婦中の栄養に

ついて、交流会 
2日目：親子の関係、母乳の話 
対　象：アレルギーでお悩みの親子 
内　容：学習会、情報交換等 
対　象：平成18年8月生まれの子　 
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の子

育てアンケート、BCG予診票、
バスタオル、体温計、ボールペン 

※　6か月未満児でBCG未接種の場合は、
ご相談ください。 
 
 
 
対　象：平成18年2月生まれの子　 
持ち物：母子健康手帳、オムツ、ミルク、

着替え 
 
 
対　象：平成17年5月生まれの子　 
持ち物：母子健康手帳、歯ブラシ、コップ、

タオル 
 
 
対　象：平成16年11月・12月生まれの子 
持ち物：母子健康手帳、歯ブラシ、コップ、

タオル 
内　容：歯科健診、歯のみがき方、フッ化

物塗布 
※　歯をみがいてきてください。 
 
対　象：平成15年12月生まれの子　 
持ち物：母子健康手帳、視力・聴力検査票、

歯ブラシ、コップ、タオル 
※　視力・聴力の検査は自宅で行ってきて
ください。 
 
持ち物：母子健康手帳　 
※　母乳相談・発達相談は要予約 
 
持ち物：母子健康手帳 
 
 
持ち物：母子健康手帳、予防接種予診票、

健康保険証、乳幼児医療費受給者証 
※　体調の良い時に接種を受けてください。 

指定医療機関にあらかじめ電話などで予約してください。 

※　託児を希望される方は、3日前までに健康ドーム内の子育て 
　支援室　（22）7601へお問い合わせください。 



広報北名古屋は、環境にやさしい古紙配合率100％
再生紙と大豆油インキを使用しています 

2006
NO.009

北名古屋市の人口（11月1日現在） 

総人口
男　性
女　性
世帯数

79,244人　（+102） 
39,870人　（+  62） 
39.374人　（+  40） 
30,619世帯（+  63） 

イベント 
施 設 
情 報 

と　き／ 
ところ／文化勤労会館 大ホール（法成寺蔵化60）　 
入場料／500円（全席自由席） 
　　　　入場券は、文化勤労会館、東公民館、健康ドームで販売しています。 
主　催／北名古屋市民音楽祭実行委員会
問合せ／生涯学習グループ 

12月10日（日）午後2時～ 
 
 

■ 第1回北名古屋市民音楽祭12

　市章のデザイン募集には、全国から
1,955点の作品が寄せられ、その中から市
章選定委員会による厳正な審査の結果、左
記の作品が最優秀作品に選ばれ、本市の市
章に決定しました。たくさんのご応募、あ
りがとうございました。 
　なお、優秀作品に選ばれた方は次の皆さ
んです。 
 
 
 
 
 
 
 
　 
　お問い合わせは、企画・広報グループへ。 
 
 

最優秀賞　小柳　陽一郎（東京都足立区） 

優秀賞　　岡本　 實  （埼玉県） 
　　　　　深川　重一（大阪府） 
　　　　　一戸　健一（静岡県） 
　　　　　田辺　利也（大阪府）　 
　　　　　　　　　　　　　　　敬称略　 
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